
八重歯の場合（叢生 4・そうせい） 

 

歯の大きさに比べて顎が小さい場合や、乳歯の奥歯を早い時期に失った場合に起こります。

程度が軽い場合には本格的な矯正装置（マルティブラケットシステム）で顎を拡げ歯並び

を整えます。あまりにも顎を拡げすぎると口元がふくらんでしまいますので限度がありま

す。矯正治療で使用する装置には色々な種類があります。私の診療所で使用していますマ

ルティブラケットシステムは、装置自体は以前のものと比べかなり目立たないようになっ

ており、少し離れるとほとんど気づきません。少しでも矯正装置を入れることへの負担が

軽減されるように心がけています。 

 

実際の治療例 

   

    初診時         治療開始        4 ヶ月後 

    

    11 ヶ月後        13 ヶ月後        保定装置 

 

治療費概算 

一般的な八重歯で動的処置に 16 ヶ月掛かった場合 

初診、相談料         無料 

診査診断料          32,400 円 

施術基本料          390,000 円（10 回までの分割が可能です。） 

処置料  5,400 円×23 回＝124,200 円 

動的処置中：歯を動かしている最中は 3〜4 週ごと通院、16 回 

保定期間中：18 ヶ月の間に 7 回程度通院  

                   合計：546,600 円 
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